
人員不足を外部団体を取り入れることにより乗り越える

御幸森まちづくり協議会

活動内容

コロナ禍ではあったが恒例行事の地域盆踊り大会を開催。盆踊りだけではな

く、模擬店も飲食だけではなく子ども向けレクレーションを出店。加えて

ステージを設置して、音楽ライブや地車太鼓の披露、また花火も打ちあがり、

抽選会も行うというフェスのような盛り沢山の内容で開催された。

ここに注目！

地域の方々が地域と地域外に線を引くことをなく、柔軟に外部団体を取り入れる

ことで以前にはなかった多くの人が参加して、人員不足解消の手助けになった良い

事例である。

具体的にいうと、コロナ禍で開催されたため地域の中のボランティアの数が減少

することが予想されたが、企画から外部団体に任せたことにより地域の方々の熱心

な行動に加えて、事前のＰＲや事前準備や後片付けなどのボランティアの参加など

を外部団体も積極的に行ったことがボランティアを含む参加人数の増加に繋がっ

た。

日時 2023 年 8 月 7 日

場所 いくのパーク（もと御幸森小学校）

参加人数 1000 人以上

従事者人数 50 人（内 10 人は外部団体からの従事者）

予算額 50 万（外部団体ワークショップの材料代１万円を含む）
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